
(57)【要約】

【課題】  効率よく冷凍機油を回収することができる空

気調和装置の制御方法および空気調和装置を提供するこ

と。

【解決手段】  室内ユニット１０と、室外ユニット２０

と、これら室内ユニット１０及び室外ユニット２０との

間で冷媒を流動させる冷媒配管３０ａ、３０ｂとを備

え、前記室内ユニット１０は、室内熱交換器１１と、該

室内熱交換器１１に送風するファン１５とを備え、前記

室外ユニット２０は、室外熱交換器２１と、前記冷媒を

圧縮する圧縮機２３とを備えた空気調和装置の制御方法

において、前記室外ユニット２０を交換する前に、前記

ファン１５を停止した状態で前記圧縮機２３を駆動させ

て、冷媒配管３０ａ、３０ｂ内の冷媒と冷凍機油とを前

記室外ユニット２０内に回収することを特徴とする。
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【特許請求の範囲】

【請求項１】  室内ユニットと、室外ユニットと、これ

ら室内ユニット及び室外ユニットとの間で冷媒を流動さ

せる冷媒配管とを備え、前記室内ユニットは、室内熱交

換器と、該室内熱交換器に送風するファンとを備え、前

記室外ユニットは、室外熱交換器と、前記冷媒を圧縮す

る圧縮機とを備えた空気調和装置の制御方法において、

前記室外ユニットを交換する前に、前記ファンを停止し

た状態で前記圧縮機を駆動させて、前記冷媒配管内の冷

媒と冷凍機油とを前記室外ユニット内に回収することを

特徴とする空気調和装置の制御方法。

【請求項２】  室内ユニットと、室外ユニットと、これ

ら室内ユニット及び室外ユニットとの間で冷媒を流動さ

せる冷媒配管とを備え、前記室内ユニットは、室内熱交

換器と、該室内熱交換器に送風するファンとを備え、前

記室外ユニットは、室外熱交換器と、前記冷媒を圧縮す

る圧縮機とを備えた空気調和装置において、

前記ファンを停止した状態で冷房を行う油回収運転を制

御する制御装置と、前記油回収運転を行うための洗浄ボ

タンとが設けられ、該洗浄ボタンが押されることで前記

制御装置が前記油回収運転を開始することを特徴とする

空気調和装置。

【請求項３】  室内ユニットと、室外ユニットと、これ

ら室内ユニット及び室外ユニットとの間で冷媒を流動さ

せる冷媒配管とを備え、前記室内ユニットは、室内熱交

換器と、該室内熱交換器に送風するファンとを備え、前

記室外ユニットは、室外熱交換器と、前記冷媒を圧縮す

る圧縮機とを備えた空気調和装置において、

前記ファンを停止した状態で冷房を行う油回収運転を制

御する制御装置と、無線により遠隔制御を行うリモコン

とが設けられ、

該リモコンに設けられている複数のボタンのうち、少な

くとも２個を同時に押すことで前記制御装置が前記油回

収運転を開始することを特徴とする空気調和装置。
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【発明の詳細な説明】

【０００１】

【発明の属する技術分野】本発明は、室内の冷暖房を行

う空気調和装置とその制御方法に関する。

【０００２】

【従来の技術】空気調和装置は、室内ユニットと、室外

ユニットと、これら室内ユニットと室外ユニットとの間

で冷媒を循環させるための冷媒配管とを備えている。こ

のような空気調和装置においては、既存の設備を新しい

ものに取り替える際に、冷媒配管は壁の内部等に埋め込

まれたまま、室内ユニットまたは室外ユニットのみを新

しいものに交換する場合がある。しかし、既設の空気調

和装置にて古い冷媒（例えばＲ２２）が使用されていた

場合、新しい空気調和装置で用いられる新冷媒（例えば

Ｒ４０７Ｃ、Ｒ４１０Ａ）と相溶性のない鉱物油が残存

していると、キャピラリ部に詰まりが発生するなど、空

調システム上の問題が発生する可能性がある。このた

め、予め配管の冷凍機油を取り除く必要がある。従来に

おいては、既設ユニットで冷房運転を行った後、室外ユ

ニットの液操作弁を閉として室外ユニットから吐出され

る冷媒流れを停止し、室内ユニット及び室内ユニットか

ら室外ユニットへの渡り配管内の冷媒を室外ユニット内

に回収する。その後、ガス操作弁を閉じる操作を行うこ

とで、配管内の冷凍機油を冷媒と共に室外ユニット内に

回収している。

【０００３】

【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上記従

来の方法では、室内ユニットから室外ユニットへ流れる

冷媒は、室内熱交換器で蒸発しているから気相状態であ

る。一方、冷凍機油は液状態であり、配管内に付着しや

すい。このため、気相の冷媒は液相の冷凍機油を運びに

くく、回収率が低いという問題があった。

【０００４】本発明は上記事情に鑑みて成されたもので

あり、効率よく冷凍機油を回収することができる空気調

和装置の制御方法および空気調和装置を提供することを

目的とする。

【０００５】

【課題を解決するための手段】請求項１に記載の発明

は、室内ユニットと、室外ユニットと、これら室内ユニ

ット及び室外ユニットとの間で冷媒を流動させる冷媒配

管とを備え、前記室内ユニットは、室内熱交換器と、該

室内熱交換器に送風するファンとを備え、前記室外ユニ

ットは、室外熱交換器と、前記冷媒を圧縮する圧縮機と

を備えた空気調和装置の制御方法において、前記室外ユ

ニットを交換する前に、前記ファンを停止した状態で前

記圧縮機を駆動させて、前記冷媒配管内の冷媒と冷凍機

油とを前記室外ユニット内に回収することを特徴とす

る。

【０００６】この発明においては、ファンを停止するこ

とで室内熱交換器では蒸発が抑えられ、冷媒は室内熱交

換器からは液または気液混合状態として吐出して室外ユ

ニットに流入する。また上記の運転は室外ユニットが交

換される前に行うものであるから、液冷媒が圧縮機に流

入することを必ずしも防止する必要はない。また、ファ

ンの停止は空気調和装置に設けられた制御装置により行

ってもよいし、手動にて行ってもよい。

【０００７】請求項２に記載の発明は、室内ユニット

と、室外ユニットと、これら室内ユニット及び室外ユニ

ットとの間で冷媒を流動させる冷媒配管とを備え、前記

室内ユニットは、室内熱交換器と、該室内熱交換器に送

風するファンとを備え、前記室外ユニットは、室外熱交

換器と、前記冷媒を圧縮する圧縮機とを備えた空気調和

装置において、前記ファンを停止した状態で冷房を行う

油回収運転を制御する制御装置と、前記油回収運転を行

うための洗浄ボタンとが設けられ、該洗浄ボタンが押さ

れることで前記制御装置が前記油回収運転を開始するこ
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とを特徴とする。

【０００８】この発明においては、交換前のユニットに

洗浄ボタンが設けられており、このボタンが押されるこ

とにより、制御装置が冷房運転でファンを停止させた油

回収運転を行う。これにより、室内熱交換器では蒸発が

抑えられ、冷媒は室内熱交換器からは液または気液混合

状態として吐出される。また上記の運転は室外ユニット

が交換される前に行うものであるから、液冷媒が圧縮機

に流入することを必ずしも防止する必要はない。なお、

洗浄ボタンは室内ユニットまたは室外ユニットに設けら

れていてもよいし、遠隔操作用のリモコンに設けられて

いてもよい。

【０００９】請求項３に記載の発明は、室内ユニット

と、室外ユニットと、これら室内ユニット及び室外ユニ

ットとの間で冷媒を流動させる冷媒配管とを備え、前記

室内ユニットは、室内熱交換器と、該室内熱交換器に送

風するファンとを備え、前記室外ユニットは、室外熱交

換器と、前記冷媒を圧縮する圧縮機とを備えた空気調和

装置において、前記ファンを停止した状態で冷房を行う

油回収運転を制御する制御装置と、無線により遠隔制御

を行うリモコンとが設けられ、該リモコンに設けられて

いる複数のボタンのうち、少なくとも２個を同時に押す

ことで前記制御装置が前記油回収運転を開始することを

特徴とする。

【００１０】この発明においては、油回収運転を行うこ

とで室内熱交換器では蒸発が抑えられ、冷媒は室内熱交

換器からは液または気液混合状態として吐出される。こ

の運転は通常の空調運転時には使用されることがないか

ら、リモコンのボタンを複数同時に押さなければ油回収

運転を行わないようにすることで誤操作を防止する。ま

た上記の運転は室外ユニットが交換される前に行うもの

であるから、液冷媒が圧縮機に流入することを必ずしも

防止する必要はない。

【００１１】

【発明の実施の形態】次に、本発明の実施形態につい

て、図面を参照して説明する。図１は本発明の一実施形

態として示した空気調和装置である。この空気調和装置

は、室内ユニット１０及び室外ユニット２０から構成さ

れている。これら室内ユニット１０及び室外ユニット２

０は、冷媒が導通する冷媒配管３０ａ、３０ｂや図示し

ない電気配線等により接続されている。冷媒は、冷媒配

管３０ａ、３０ｂの一方において室内ユニット１０から

室外ユニット２０へ、また他方において室外ユニット２

０から室内ユニット１０へと流れることになる。

【００１２】室内ユニット１０は、室内熱交換器１１

と、ファン１５と、絞り２６とを備えている。室外ユニ

ット２０には、室外熱交換器２１、プロペラファン２

２、圧縮機２３、四方弁２５、液冷媒を溜めるアキュム

レータ２７等が備えられている。室外熱交換器２１は冷

媒と室外気との熱交換を実現するためのものである。プ

ロペラファン２２は、室外熱交換器２１に送風すること

により、新たな空気を導入して熱交換効率の向上を図る

ために設けられている。圧縮機２３は、低温低圧の気体

冷媒を、高温高圧の気体冷媒に変換して吐出するもので

ある。アキュムレータ２７は、圧縮機２３にガス冷媒の

みを送るためのものである。また、符号２８は冷媒配管

３０ａを開閉するガス操作弁、２９は冷媒配管３０ｂを

開閉する液操作弁であり、室外ユニット２０に設けられ

ている。以上の装置系全体は制御装置２４により制御さ

れており、この制御装置２４は無線を利用したリモコン

３５により命令を受け付けることができるようになって

いる。図２にリモコン３５の拡大図を示した。本例にお

いては、図２(a)に示すように洗浄ボタン３６が設けら

れている。変形例として図２(b)に示すように通常は他

の目的に使用されている個々のボタン３７，３８を同時

に押すことで洗浄ボタン３６と同様に機能するようにし

てもよい。

【００１３】このような空気調和装置において、冷房運

転時には圧縮機２３で高温高圧の気体とされた冷媒が、

冷媒配管を通過して室外熱交換器２１に送られ（図の実

線矢印）、室外気に熱を与えて凝縮液化し高温高圧の液

冷媒となる。この高温高圧の液冷媒は冷媒配管３０ｂを

通り室内ユニット１０に送られる。ここで絞り２６を通

過して低温低圧の液冷媒となり、室内熱交換器１１にて

ファン１５から送られる室内気から熱を奪って当該室内

気を冷却するとともに、冷媒自身は蒸発気化して低温低

圧の気体冷媒となる。これが再び圧縮機２３に戻され、

上記過程を繰り返すことになる。

【００１４】さて、上記の空気調和装置において、室内

ユニット１０および室外ユニット２０を交換する際に

は、まず洗浄ボタン３６を押す。または、図２(b)のよ

うにボタン３７と３８とを同時に押す。これにより、リ

モコン３５から制御装置２４に指令が与えられ、制御装

置２４は油回収運転モードをスタートさせる。油回収運

転モードとは、冷房運転の状態で室内ユニット１０のフ

ァン１５を停止させる運転モードである。つまり、室内

熱交換器１１に流入した液冷媒は、室内熱交換器１１内

において蒸発しにくくなり、液冷媒または気液混合状態

で室内ユニット１０から吐出する。したがって冷媒配管

３０ａ内には液冷媒が流されることとなり、冷媒配管３

０ａに付着している冷凍機油が液冷媒と共に室外ユニッ

ト２０に流される。室外ユニット２０では液操作弁２９

を閉めておくことで、冷媒が室外ユニット２０内に回収

される。その後ガス操作弁２８を閉めることで、冷凍機

油は冷媒と共に室外ユニット２０の内部に回収される。

【００１５】このように、室内熱交換器１１から吐出し

た液冷媒が冷媒配管３０ａを通って室外ユニット２０に

流入する際に冷凍機油が冷媒に溶け込むことにより、冷

媒配管３０ａ内に残留する冷凍機油を低下させることが

できる。すなわち本実施形態の空気調和装置において

特開２００３－３１４８７８(3)
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は、冷凍機油の回収効率を向上させることができる。そ

の後室内ユニット１０および室外ユニット２０を取り外

し、新たなユニットを設置する。冷媒配管３０ａ、３０

ｂからは冷凍機油が除去されているため、新冷媒を用い

ても空調システム上の問題は生じない。また、交換前の

室外ユニット２０を用いて冷凍機油を室外ユニット２０

内に回収するため、回収された冷凍機油を室外ユニット

２０から抜き出す構成や、圧縮機２３内に液冷媒が混入

することを防止する構成は必ずしも要求されず、簡易な

構成とすることができる。

【００１６】なお、上記のようにファン１５を停止した

状態で冷房運転をする油回収運転は、洗浄運転の全期間

中でもよいし、洗浄運転中のある期間はファン１５を運

転し、残りの期間（例えば後半）のみファン１５を停止

させるようにしてもよい。また、上記の例においては、

リモコン３５に洗浄ボタン３６を設けたが、図２(b)の

ようにボタン３７，３８を同時に押さなければ油回収運

転を行わないようにすれば、誤操作を防止することがで

きる。また、洗浄ボタンは室内ユニット１０に直接設け

てもよいし、室外ユニット２０に設けてもよい。また、

リモコン３５および制御装置２４を介してファン１５を

停止させた油回収運転を行っているが、手動でファン１

５を停止させ（例えばファンモータとコントローラ間に

あるコネクタをはずし）、この状態で冷房運転を行うよ

うにしてもよい。

【００１７】

【発明の効果】以上説明したように、本発明においては

以下の効果を得ることができる。請求項１に記載の発明

によれば、ファンを停止することで室内熱交換器では蒸

発が抑えられ、冷媒は室内熱交換器からは液または気液

混合状態として吐出される。これにより、冷媒配管中の

冷凍機油を液冷媒によって効率よく回収することができ

る。請求項２に記載の発明によれば、ボタンが押される

ことにより、制御装置が冷房運転でファンを停止させた

油回収運転を行う。これにより、冷媒は室内熱交換器か

らは液または気液混合状態として吐出され、冷媒配管中

の冷凍機油を液冷媒によって効率よく回収することがで

きる。請求項３に記載の発明によれば、ボタンが押され

ることにより、制御装置が冷房運転でファンを停止させ

た油回収運転を行う。これにより、冷媒は室内熱交換器

からは液または気液混合状態として吐出され、冷媒配管

中の冷凍機油を液冷媒によって効率よく回収することが

できる。さらに、リモコンのボタンを複数同時に押さな

ければ油回収運転が行わないため、誤操作を防止するこ

とができる。

【図面の簡単な説明】

【図１】  本発明の一実施形態として示した空気調和装

置の全体構成を示した図である。

【図２】  同空気調和装置に用いられるリモコンを示し

た図である。

【符号の説明】

１０  室内ユニット

１１  室内熱交換器

１５  ファン

２０  室外ユニット

２１  室外熱交換器

２３  圧縮機

２４  制御装置

３０ａ、３０ｂ  冷媒配管

３５  リモコン

３６  洗浄ボタン

３７，３８  洗浄ボタン

【図２】
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【図１】
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